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　植物の代謝機能を利用して環境汚染物質を吸収または無害化させることをファイトレメディエーション
（phytoremediation）と言い、土壌汚染処理技術のひとつとして注目されて多くの企業や大学で研究
が進められ、土壌汚染対策ビジネスの市場も拡大している。
　最近、カリフォルニア大学バークレー校の植物微生物学の研究グループが、カラシナの一種に遺伝子
操作を施すことで、毒性を持つ重金属のセレンを吸収する能力が、野性のものに比べて430% 向上し
た結果が得られたと発表した。
　ファイトレメディエーションは環境負荷が小さく低コストであり、浄化が可能な物質は水銀、鉛、カド
ミウム、亜鉛などの重金属、ウランその他の放射性物質、環境ホルモンなど多岐にわたることから、多
くの企業や大学で研究が進められている。
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　植物の代謝機能を利用して環境汚染物質を吸収
または分解させることをファイトレメディエーシ
ョン（phytoremediation）と言い、土壌汚染処理
技術のひとつとして注目されている。この技術は
物理・化学的環境修復に比べて、コスト及び環境
負荷の点で効果的であると期待されている。現在、
重金属を内部に吸収蓄積する植物として 400 種類
が知られており、これらの植物の一部はすでに産
業で実用化されているものもあるが課題も多い。
これまで米国の大学を中心に研究が実施されてい
るが、日本でも 2003 年２月に土壌汚染対策法が施
行されたことから、大学を始め建設業界や電力業
界などでも研究が行われている。重金属などに対
する土壌汚染対策のビジネスは、市場規模はまだ
小さいものの確実に成長し続けており、米国では
1998 年には 2,000 万ドル程度だったものが、2005
年までには３億ドル前後、我が国でも８億円にま
で拡大すると試算されている。
　以前から、シロイヌナズナ（Arabidopsis thaliana）
の遺伝子を組み換え、土壌から砒素を吸収して葉
に貯える能力を向上させる研究や、シダの１種が
砒素を効率的に吸収するという研究成果がジョー
ジア大学やフロリダ大学の研究グループから発表
されている。最近、カリフォルニア大学バークレ
ー校の植物微生物学の研究グループは、カラシナ
の一種に遺伝子操作を施すことで、毒性を持つ重
金属のセレンを吸収する能力が、野性のものに比
べて 430％向上した結果が得られたと発表した。実
験に用いたセイヨウカラシナは、成長が速く、汚
染された土壌にもともと耐性を持つが、遺伝子操
作を施すことによって、通常より多くの汚染物質
を体内に蓄積しても枯れないセイヨウカラシナを
作り、セレンを無害な形に変える能力を向上させ
た。セレンは人間にとっても必須の元素とされて
はいるが、摂取過多になると中毒を引き起こすた
め、土壌からは除去しなければならない。
　また、米APGEN社は、あるバクテリアの遺伝
子をポプラの一種に注入し、汚染された土壌から
水銀を吸収して害の少ない形に変えて大気中に放
出する能力を持たせる研究を進めている。
　ファイトレメディエーションは時間がかかると
いう欠点を有するが、浄化過程において環境負荷
が小さく低コストである。浄化が可能な物質は水
銀、鉛、カドミウム、亜鉛などの重金属、ウラン
その他の放射性物質、環境ホルモンなど多岐にわ
たることから、多くの企業や大学で研究が進めら
れている。
ファイトレメディエーションに活用される植物の機能
出典：電中研報告u00022「植物による環境修復盧」吉原利一ら（2000）
より引用
